
191
2024.3

No.



191
2024.3

No.



 
１．⽬ 的 

現代に⽣きる⾼校⽣の豊かな⼈間性の育成と、未
来への展望をもつ⼈間としての成⻑をめざし、校内
放送活動をメディアリテラシーの実践として位置
づけ、情報発信としての放送活動の発展をはかる。 
 
２．ねらい 
（１）美しく豊かな⽇本語を⼤切にする⼼情を育て、

あわせて話す⼒、表現する⼒を⾼める。 
（２）情報発信者としての⾃覚を⾼め、あわせて創

造性を育てる。 
（３）社会との関わりに⽬を向け、放送の果たす役

割を学ぶ。 
（４）⼈間尊重の⼼を培い、国際理解を深める放送

の働きを確かめる。 
（５）学園⽣活の中にうるおいを育て、⼼のふれあ

いの場をつくる。 
 
３．研究主題（統⼀テーマ） 

「私たち⾼校⽣と放送」 
⾼校⽣の連帯、先⽣⽅とのきずな、地域や社会へ

の結びつきを、⽇常⽣活の中で考え、主体的に放送
活動に展開すること。 
 
４．主 催 

全国放送教育研究会連盟・ 
（NHK 杯全国⾼校放送コンテスト委員会） 

 
５．共 催 

公益社団法⼈ 全国⾼等学校⽂化連盟 
⼀般財団法⼈ NHK 財団 

 
６．後 援 

⽂部科学省 
全国⾼等学校⻑協会 
⽇本私⽴中学⾼等学校連合会 
⼀般社団法⼈ ⽇本放送作家協会 

 
７．コンテストの各部⾨ 
（１）アナウンス 
（２）朗読 
（３）ラジオドキュメント 
（４）テレビドキュメント 
（５）創作ラジオドラマ 
（６）創作テレビドラマ 
 
８．審査員 

ＮＨＫ専⾨職審査員と全国放送教育研究会連盟
が推薦する者が審査にあたる。 
 
 

 
９．表 彰 

部⾨ 
アナウ 
ンス 

朗読 
ドキュメント 創作ドラマ 
ラジオ テレビ ラジオ テレビ 

優 勝 

１ １ １ １ １ １ 
NHK 杯 
NHK 会⻑賞状 
⽂部科学⼤⾂賞状 

⽇本放送作家協会 
賞品 

準優勝 
１ １ １ １ １ １ 

NHK 会⻑賞状・トロフィー 

優 秀 
２ ２ ２ ２ １ １ 

全放連理事⻑賞状・楯 

優 良 
６ ６ ６ ６ ２ ２ 
全国⾼校⻑協会・私⽴中⾼連合会賞状・楯 

⼊ 選 
50 50 10 10 ５ ５ 

全国⾼校放送コンテスト委員⻑賞状 
メダル 楯 

制作 
奨励 

  
20 20 10 10 

全国⾼校放送コンテスト委員⻑賞状 
 
10．校内放送活動研究集会 
 各部⾨の発表に加え、各部⾨の準決勝終了後に、
審査員による研究講座（Ⅰ〜Ⅵ）を⾏う。 

また校内放送活動から学んだことや、校内放送の
アイディアなどを発表する機会（Ⅶ）を設ける。研
究集会Ⅶで発表した学校には、研究奨励を授与する。 
 
11．⽇ 程 

７⽉ 22 ⽇（⽉）総合受付 
７⽉ 23 ⽇（⽕）全部⾨ 準々決勝 
７⽉ 24 ⽇（⽔）全部⾨ 準決勝・研究講座 

校内放送研究発表会  
７⽉ 25 ⽇（⽊）全部⾨ 決勝 
 

12．会 場 
 国⽴オリンピック記念⻘少年総合センター 

       東京都渋⾕区代々⽊神園町３−１ 
℡ 03-3469-2525 

    （７⽉ 22 ⽇〜24 ⽇） 

        ホール 東京都渋⾕区神南２−２−１ 

℡ 03-3465-1751 
 （７⽉ 25 ⽇・決勝） 

 
13．連絡先 
 問い合わせは、都道府県担当者を通じて、Ｐ３の 
７．に掲載されている問い合わせ先にしてください。
コンテストに関わる連絡は、直接会場にしないでく
ださい。 
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１．コンテストに応募できるのは下記の学校とする。 

・⾼等学校及び中等教育学校の後期課程 
・特別⽀援学校の各⾼等部 
・⾼等専⾨学校（第３年次までの⽣徒） 
・専修学校及び各種学校（修業年限が⾼等学校と⼀致して

いること） 
２．参加資格 
（１）2024 年７⽉現在、上記の学校・専修学校・各

種学校に在籍中の⽣徒及びその作品であるこ
と。 

（２）各部⾨への参加は、都道府県⾼等学校放送教
育研究会（視聴覚教育研究会を含む）あるいは
⾼等学校⽂化連盟の推薦による。 

（３）番組制作の各部⾨は、⾼校⽣の創作に限る。
また、他のコンテスト・コンクール等に参加し
た作品及びそれを改変・改編した作品の参加は
認めない。 

（４）参加校の顧問は、コンテストの審査・運営に
携わることを条件とする。 

３．エントリー数〔都道府県推薦数〕 
ア ナ ウ ン ス 部 ⾨  ６名 
朗 読 部 ⾨  ６名 
ラジオドキュメント部⾨ ４作品 
テレビドキュメント部⾨ ４作品 
創 作 ラ ジ オ ド ラ マ 部 ⾨ ２作品 
創 作 テ レ ビ ド ラ マ 部 ⾨ ２作品 
校 内 放 送 研 究 発 表 会  ２校 

※アナウンス・朗読部⾨は１名１部⾨とし、番
組は１部⾨に１校１作品とする。 

※前回の都道府県⼤会の参加校数が 100 校を
超える都道府県は２倍まで可とする。 

※都道府県推薦数は上記の限度内において有
効に利⽤されたい。フルエントリーが望まし
いが、特定の学校に推薦が偏らないように配
慮すること。 

４．参加費 
ア ナ ウ ン ス 部 ⾨  
朗 読 部 ⾨  

１名につき 
5,000 円 

ラジオドキュメント部⾨ 
テレビドキュメント部⾨ 
創 作 ラ ジ オ ド ラ マ 部 ⾨ 
創 作 テ レ ビ ド ラ マ 部 ⾨ 

１作品につき 
8,000 円 

校 内 放 送 研 究 発 表 会  １校につき 
4,000 円 

５．当コンテストに参加する作品は放送されること
を前提として制作すること。また、著作権などを
含む許諾関係については所定の様式を⽤いて必
要な権利を確保しておくこと。 

 
６．応募された参加作品（以下「応募作品」という。）

の著作権は、制作者（応募した学校）に帰属する。 
・当コンテストに応募した段階で、主催者が⾏う放送

（Web 等での映像配信サービスを含む）、イベントでの
上映、Web サイト・印刷物への掲載等について、応募
作品の利⽤（業務上の必要により編集、切除その他の改
変を⾏うことも可）を許諾したものとする。 

・当コンテストの応募作品は、コンテスト決勝終了（７⽉
25 ⽇）まで、他で公開することができない。 

・応募作品を他に利⽤する際は、利⽤に関わる⼀切の責任
は制作者が負うことになり、主催者は責任を負わない。 

※応募にあたって 
 学校は、⽣徒に対して次のことを周知する。 
（１） 学校単位での応募であること。 
（２） 主催者による応募作品の利⽤範囲が上記のもので 

あること。  
また、アナウンス・朗読部⾨に参加する⽣徒に対しては、
コンテスト実施中に録⾳・録画がなされ、それらも上記範
囲で利⽤されることを周知する。 

※応募作品内で使⽤されている⾳源について 
主催者は、応募作品内で使⽤されている「第三者がレコー
ド製作者の権利を有する⾳源」を抜き出して他の⽤途に
使⽤しない。 

 
７．NHK 杯全国⾼校放送コンテストにおける 

個⼈情報の取り扱いについて 
Ⅰ．利⽤⽬的 
 コンテストで収集した個⼈情報については下記の⽬的に 

使⽤する。 
 ①参加校との連絡などコンテストの実施・運営 
 ②主催者が⾏う放送（国内・海外） 
 ③主催者が⾏う Web 等での映像配信サービス 
 ④主催者が⾏うイベントでの上映・Web サイト・印刷物

への掲載 
 ⑤決勝⼤会⼊賞者⽒名・⼊賞校名については主催者が管理

する Web サイト上に無期限で掲載 
 
Ⅱ．共同利⽤について 

コンテストで収集した個⼈情報については主催者である 
全国放送教育研究会連盟と NHK で共同利⽤する。 

（１）共同して利⽤される個⼈データの項⽬ 
 ・⽣徒の⽒名、学校名、学年、写真 
 ・顧問の⽒名、学校名、電話番号、FAX 番号、メール 

アドレス 
 ・各都道府県地区研究会の代表者及び研究会が委嘱する

担当者・審査員の⽒名、学校名、電話番号、FAX 番
号、メールアドレス 

（２）共同して利⽤する者の範囲 
  全国放送教育研究会連盟、NHK 
（３）管理責任者 
  全国放送教育研究会連盟、NHK 

 
８．原稿・作品・番組進⾏表の提出締切 
 原稿・作品・番組進⾏表の提出締切については、
都道府県担当者の指⽰に従うこと。 
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１．都道府県担当者の任務 
（１）2024 年３⽉に発⾏される要項(この冊⼦)の内

容について、参加校に周知する。 
（２）全国⼤会運営に関わって、必要に応じて運営

委員、会場係、審査員を選出・派遣する。 
※該当する年には審査部員も選出・派遣する。 

（３）全国⼤会への推薦に際しては、参加規定に合
致しているかを確認する。 

（４）エントリー提出締切を遵守する。 
（５）参加費を期⽇までに振り込む。 
（６）その他、コンテスト運営委員会からの連絡を

都道府県内に周知する。 
（７）参加校からのコンテストに関する問い合わせ

を都道府県を代表して⾏う。 
 
２．推薦に際して 

都道府県担当者はアナウンス・朗読の原稿、各番
組の番組進⾏表などが参加規定・各部⾨規定に合致
しているか、内容を確認の上、推薦すること。様式
１の表紙・様式２−１の表紙に内容を確認したチェ
ックを⼊れること。 
※様式は、所定の⽤紙をコンテストの Web サイト
からダウンロードして使⽤すること。 
 
３．エントリー提出締切 

 
４．参加費について 

参加費については、都道府県担当者が取りまとめ
2024 年６⽉ 28 ⽇（⾦）までに指定⼝座に振り込む
こと。 
 
５．原稿・作品・番組進⾏表の提出 

都道府県担当者は、以下のものを 
2024 年７⽉３⽇（⽔）までに提出する 
（提出⽅法については５⽉下旬に連絡する）。 

・番組部⾨の作品データ 
・番組進⾏表のデータ 
・校内放送研究発表会の発表データ（発表で使⽤す

る PowerPoint データ）、および番組進⾏表のデー
タ、PowerPoint の PDF データ 
また、以下のものを 2024 年７⽉５⽇（⾦）正午

までに事務局へ郵送する。 
・アナウンス・朗読部⾨の原稿（２部） 
・番組部⾨の番組進⾏表（１部） 
・校内放送研究発表会の番組進⾏表（１部） 
 

 
学校あるいは個⼈の直接の申し込み、及び作品の直 
送は受け付けない。提出後のタイトル・原稿などの
変更は認めない。 
 
６．提出物のチェック作業について 

 
７．問い合わせ先 

都道府県担当者を通じて問い合わせること。 

 
８．審査部員について 

審査部員のブロックは以下の通り。各ブロック先
頭から輪番で選出するものとする。ただし、コンテ
ストの運営部に所属する⼈員を擁している道府県
を除く。また、総合⽂化祭開催都道府県に配慮する。 
〔北海道・東北 ブロック〕 

北海道、⻘森、秋⽥、岩⼿、⼭形、宮城、福島 
〔関東・甲信越 ブロック〕 

茨城、群⾺、栃⽊、⼭梨、新潟、⻑野 
〔東海・北陸 ブロック〕 

静岡、愛知、三重、岐⾩、富⼭、⽯川、福井 
〔近畿 ブロック〕 

滋賀、京都、奈良、和歌⼭、⼤阪、兵庫 
〔中国・四国 ブロック〕 

岡⼭、広島、⿃取、島根、⼭⼝、⾹川、徳島、 
愛媛、⾼知 

〔九州・沖縄 ブロック〕 
福岡、佐賀、⻑崎、⼤分、熊本、宮崎、⿅児島、 
沖縄 

都道府県からの各部⾨の推薦および 
校内放送研究発表会の要旨の提出は、 
2024 年６⽉ 28 ⽇（⾦）必着とする。 

〒158-0097 
 東京都世⽥⾕区⽤賀 4-10-1 
 世⽥⾕ビジネススクエアタワー16F 
 ⼀般財団法⼈ NHK 財団 展開・広報事業部内 
 

NHK 杯全国⾼校放送コンテスト事務局 
 

TEL：03-5797-6707   
E-Mail：ncon@nhk-fdn.or.jp  

 

ブロック選出審査部員体制を継続する。 
第 71 回の審査部員担当は 
⻘森、新潟、富⼭、⼤阪、徳島、⿅児島とする。 

P17 からの「番組制作について」に基づき、提出
前に各都道府県において実施する。 
 公開での発表を妨げることのないよう、充分注
意して⾏う。 
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７月２２日（月） ７月２５日（木）

総合受付 決勝

総合受付 総合案内

14：00～17：00 9：00～17：00

　センター棟 102号室

ＡＢＣ会場 ＤＥＦ会場 　アナウンス部門

　センター棟 　センター棟 出場受付　9：00～9：10

Ａ会場　１０１号室 Ｄ会場　１０１号室 開会行事　9：10～9：30

Ｂ会場　１０２号室 Ｅ会場　１０２号室 審査　9：30～12：05

Ｃ会場　５０１号室 Ｆ会場　５０１号室 センター棟　４１７号室 研究講座Ⅰ・Ⅱ

17：00～17：50

開会行事 開会行事 　朗読部門 センター棟　４１７号室

（アナ・朗合同） （アナ・朗合同） 出場受付 12：50～13：00

9：00～9：20 13：40～14：00 開会行事 13：00～13：20

　　審審査査（（朗朗読読）） 　　審審査査（（朗朗読読）） 審査　13：20～16：40

9：20～11：35 14：00～16：15 センター棟　４１７号室

　　審審査査（（アアナナ）） 　　審審査査（（アアナナ））

11：40～13：30 16：20～18：10

13：00～17：00

カルチャー棟

リハーサル室

出場受付　9：00～9：10 9：00～17：00

ＡB会場　４０１号室 開会行事　9：10～9：30 研究講座Ⅲ

発表 　9：20～17：15 CD会場　４０２号室 審査　9：30～16：00 16：10～17：00

センター棟 EF会場　４０３号室 センター棟　１０１号室 センター棟　１０２号室

GH会場　４０５号室

モニター室

センター棟 １０２号室

出場受付　9：00～9：10

ＡB会場　４１６号室 開会行事　9：10～9：30 研究講座Ⅳ

発表　9：20～18：05 CD会場　３０９号室 審査　9：30～16：40 16：50～17：40

センター棟 EF会場　３１０号室 カルチャー棟　大ホール カルチャー棟　大ホール

GH会場　３１１号室

出場受付 13：10～13：20

開会行事 13：20～13：40

審査　13：40～16：50

　　ＡB会場 　センター棟417号室 カルチャー棟　小ホール

　　CD会場 国際交流棟国際会議室 モニター室 研究講座Ⅴ・Ⅵ

センター棟　５０１号室

17：00～17：50

出場受付　9：00～9：10 カルチャー棟　小ホール

開会行事　9：10～9：30

発表　9：20～18：05 ＡB会場　大ホール 審査　9：30～12：40

カルチャー棟 CD会場　小ホール カルチャー棟　小ホール

モニター室

センター棟　５０１号室

研究発表・交流会 　8：45～17：50

７月２３日（火） ７月２４日（水）

準々決勝 準決勝

カルチャー棟　リハーサル室

総合案内 総合案内

発声
練習

9：30～17：00

センター棟　１０９号室 センター棟　１０９号室

8：30～17：00 8：30～17：00

モニター室　３０９・４１６号室

センター棟　４１６号室（兼モニター室）

EF会場モニター室　センター棟３０４号室

GH会場モニター室　センター棟５１３号室

カルチャー棟　リハーサル室

　　発  表　　9：20～18：05

校内
放送
研究

発表会

テレビ
ドキュ
メント

　センター棟３１０・３１１号室

　　開会行事　9：00～ 9：20

研究集会Ⅶ

ラジオ
ドキュ
メント

開会行事　9：00～9：20

創作
テレビ
ドラマ

創作
ラジオ
ドラマ

開会行事　9：00～9：20
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第71回 杯全国⾼校放送コンテストならびに校内放送活動研究集会 ⽇程⼀覧
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第 71 回     杯全国⾼校放送コンテストならびに校内放送活動研究集会 変更点・注意点  

 
１．ラジオ番組の制作に当たって 

ラジオドキュメント部門・ラジオドラマ部門の番組制作に当たっては、審査における作品再生 

時の不具合を防ぐため、作品の前後に 2 秒程度のブランク（無⾳）を⼊れてください。 
 
２．提出物の提出⽇について（ｐ３参照） 
データ類の提出 →2024 年７月３日（水）締切 

原稿・番組進行表→2024 年７月５日（金）正午までに事務局へ届くように郵送してください。 

 
 
３．番組部⾨の準々決勝審査について 
  番組部門では、準々決勝審査を事前に行い、７月 23 日（火）の会場で作品の発表を行います。

準々決勝審査結果の発表は、準決勝の７月 24 日（水）朝に行います。 
 
 
４．アナウンス・朗読部⾨の準々決勝の審査時間帯変更について（ｐ４参照） 

運営の都合上、準々決勝のみ審査を各会場とも朗読→アナウンスの順で行います。70 コンテス

トの順とは異なりますのでご注意ください。詳細は、ｐ４の日程一覧を確認してください。 

 
 

５．「研究発表」の変更点について（ｐ16 参照） 
（１）発表用 PowerPoint のデータ容量制限が 30MB から 200MB に変更になります。 
（２）発表時に利用する音声データや映像データはすべて PowerPoint に挿入してください。 
   アニメーション機能は禁止ですが、データを挿入する際、場合によってはアニメーション機能が必

要となるようです。この場合に限り、PowerPoint のアニメーション機能を認めます。（それ以外

は禁止です） 
（３）今回から、エントリー時に申請した発表校は製作物等を展示できます。展示場所は発表会場内にな

ります。会場の広さの関係上、予定の数（16 校）を超えた場合は抽選を行います。抽選結果はブ

ロックの編成と同時に発表します。 
（４）報告号の掲載資料が発表用 PowerPoint 本体から PDF データに変更になります。発表校はエント

リー時に PowerPoint と合わせて PDF データも提出してください。 
  

 
６．発表会場への⼊場について 

発表会場への入場は顧問・関係生徒に限っています。保保護護者者、、ＯＯＢＢ・・ＯＯＧＧ等等はは入入場場ででききまませせんん。。 

 
 

７．インターネット上の素材について 
番組制作で、正式に契約したインターネット上の音楽・効果音素材は使用可能です。また、著作権

者の指示によりダウンロードした素材も使用可能とします。詳細は、p17「番組制作について」、お

よび「番組部門制作関連資料」(https://hosokyoiku.jp/ncon_h/)で確認してください。 
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第第 7711 回回 杯杯全全国国高高校校放放送送ココンンテテスストト  アアナナウウンンスス部部門門  規規程程おおよよびび審審査査ににつついいてて  

  

  

１１．．アアナナウウンンスス部部門門規規定定  
（１）アナウンスする内容は、自校の校内放送

に使用するものとし、原稿を生徒が自作し
たものに限る。 

（２）アナウンスのはじめに、番号と氏名を読
むこととし（学校名は読まない）、時間は
それらを含め、１１分分 1100 秒秒以以上上１１分分 3300 秒秒以以
内内とする。 

（３）事前に提出するアナウンス原稿は、ダウ
ンロードした様式１に従い、仕仕上上ががりりＡＡ５５
判判でで２２部部（コピー可）作成する。 

 
２２．．審審査査基基準準  
（１）研究主題「私たち高校生と放送」のテ

ーマに沿った内容となっており、自校の
校内放送に使用する内容であること。 

（２）審査の視点 
ａ．内容 
（ア）素材の選び方は適当であるか。 
（イ）文章表現は適当であるか。 
ｂ．アナウンスの技術 
（ア）自然な発声で聞き手に伝わるようにア

ナウンスしているか。 
・発声 ・発音 ・マイクの使い方 

（イ）正しく意味を伝える表現ができている
か。 
・内容把握 ・イントネーション 
・言葉の立て方（プロミネンス） 
・アクセント 

（ウ）間（ポーズ）は適切か。 
・テンポ ・ポーズ 

（３）点数は 100 点法とし、ａとｂの項に留意
して総合的に採点する。 

  
３３．．参参加加申申込込おおよよびび原原稿稿のの提提出出  
出場者は、都道府県担当者の指示に従うこと。

提提出出後後のの原原稿稿のの変変更更はは認認めめなないい。なお、提出さ
れた原稿は返却しない。 
  
４４．．準準々々決決勝勝  
（１）出場者は、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆの６

会場に分かれて、エントリー番号順に、事
前に提出した原稿をアナウンスする。 

  ※エントリー出場ブロックごとに集合点
呼を行う。Web サイトとプログラム号で発
表される集集合合点点呼呼時時刻刻厳厳守守。この点呼に遅
れた場合は失失格格とする。  

（２）審査は、都道府県研究会が推薦する者と
コンテスト委員会が推薦する者をあわせ、 

 
（３）順位は、各会場６名の審査員の最高点、

最低点を除いた 400 点満点とし、会場ごと
に合計点の高い順に決定する。 

（４）各会場から上位 10 名、計 60 名を準決勝
出場者として推薦する。  

 
５５．．準準決決勝勝  
（１）準決勝出場者は、準々決勝と同じ原稿に

続けて、ププロロググララムム号号にに載載るる課課題題文文をアナ
ウンスする。 
※準決勝進出者一覧に発表される集集合合点点
呼呼時時刻刻厳厳守守。この点呼に遅れた場合は失失格格
とする。  

（２）審査は、準々決勝（２）と同様の審査員
５名とＮＨＫアナウンサー１名（専門職審
査員）の計６名で行う。 

（３）順位は、専門職審査員の点数と、他の審
査員５名の最高点、最低点を除いた 400
点満点として、合計点の高い順に決定する。
この際、準々決勝の得点を参考にしない。 

（４）準決勝出場者 60 名から、上位 10 名を決
勝出場者として推薦する。  

  
６６．．校校内内放放送送活活動動研研究究集集会会（（研研究究講講座座））ⅠⅠ  
朗読部門の準決勝終了後、アナウンス部門の 
研究講座を行う。（朗読部門と合同） 

  
７７．．決決勝勝  
（１）決勝出場者は、準々決勝と同じ原稿に続

けて、ププロロググララムム号号でで指指示示すするる決決勝勝課課題題を
アナウンスする。  

（２）審査は、主催者が委嘱する者で行う。  
（３）順位は、審査員の順位集計で以下の通り

に決定する。  
優勝１ 準優勝１ 優秀２ 優良６  

この際、準決勝の得点や順位を参考にしな
い。  

  
８８．．規規定定違違反反ににつついいてて  

コンテストの規定に対して違反があった
場合は、失格も含め減点の対象とする。なお、
重大な違反が判明した場合には、コンテスト
終了後においても賞の取り消しをすること
がある。規定違反の例としては、発表が提出
原稿と違う、他の著作物の盗用、不適切な表
現、著作権処理の不備、時間規定違反などが
あげられる。 

各会場６名で行う。  
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１１．．朗朗読読部部門門規規定定  
（１）次の指定作品の中から１編を選び、自分の

表現したい部分を抽出して朗読する。作品の
改変は認めない。※※抽抽出出はは文文頭頭かからら開開始始しし、、
文文末末でで終終了了ととすするるこことと。。一一文文途途中中のの開開始始やや終終
了了はは改改変変ととみみななすす。。本本文文中中のの（（  ））内内もも読読むむ
こことと。。（（読読みみ仮仮名名・・注注をを除除くく））  

朗朗読読指指定定作作品品  
１）「泥流地帯」     三浦 綾子 著（新潮文庫） 

２）「小さな幸せ46こ」                 

よしもと ばなな 著（中公文庫） 

３）「レキシントンの幽霊」  

村上 春樹 著（文春文庫） 

４)「チップス先生、さようなら」  

ジェイムズ・ヒルトン 著  

白石 朗 訳（新潮文庫） 

５)「大鏡」        （出版社は問わない） 

注意 電子書籍不可。１）は平成21年56刷改版以降の

ものに限る。２）、３）は収録作品のいずれを選

んでも良い。４）は他の出版社、翻訳者のものは

不可。５）は現代語訳不可。 

２）の作者の現在の筆名は「吉本ばなな」である。 

（２）朗読のはじめに、番号、氏名、作者名（訳
者名は読まない）、作品名を読むこととし（学
校名は読まない）、時間はそれらを含め１１分分
3300秒秒以以上上２２分分以以内内とする。 
※※指指定定作作品品３３））はは選選定定ししたた収収録録作作品品のの各各タタイイ
トトルルをを作作品品名名ととししてて読読むむこことと。。５５））ににつついいてて
はは作作品品名名ののみみでで良良いい。。 

（３）事前に提出する朗読原稿は、ダウンロード
した様式１に従い、仕仕上上ががりりＡＡ５５判判でで２２部部
（コピー可）作成する。指指定定作作品品１１））～～４４））
ににつついいててはは原原稿稿表表紙紙にに抽抽出出部部分分のの開開始始ペペーー
ジジをを記記入入すするる。 

 
２２．．審審査査基基準準  
（１）審査の視点 
ａ．内容 
（ア）作品の選定は適当であるか。 
（イ）抽出部分は適切か。 
ｂ．朗読の技術 
（ア）内容表現上、声の出し方や言葉の運びが

自然で適切か。 
・発声 ・発音 ・マイクの使い方 

（イ）正しく意味を伝える表現ができているか。 
・内容把握 ・イントネーション ・言葉
の立て方（プロミネンス） ・アクセント 

（ウ）間（ポーズ）は適切か。 
・テンポ ・ポーズ 

（２）点数は100点法とし、ａとｂの項に留意し
て総合的に採点する。 

  
３３．．参参加加申申込込おおよよびび原原稿稿のの提提出出  
出場者は、都道府県担当者の指示に従うこと。

提提出出後後のの作作品品、、抽抽出出部部分分のの変変更更はは認認めめなないい。なお、 

 
提出された原稿は返却しない。 

  
４４．．準準々々決決勝勝  
（１）出場者は、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆの６会

場に分かれて、エントリー番号順に、事前に
提出した原稿を朗読する。※エントリー会場
のブロックごとに集合点呼を行う。Web サイ
トとプログラム号で発表される集集合合点点呼呼時時
刻刻厳厳守守。この点呼に遅れた場合は失失格格とする。 

（２）審査は、都道府県研究会が推薦する者とコ
ンテスト委員会が推薦する者をあわせ、各会
場６名で行う。 

（３）順位は、各会場６名の審査員の最高点、最
低点を除いた400点満点とし、会場ごとに合
計点の高い順に決定する。 

（４）各会場から上位10名、計60名を準決勝出
場者として推薦する。 

 
５５．．準準決決勝勝  
（１）準決勝出場者は、準々決勝と同じ原稿に続

けて、ププロロググララムム号号にに載載るる課課題題文文を朗読する。
※準決勝進出者一覧に発表される集集合合点点呼呼
時時刻刻厳厳守守。この点呼に遅れた場合は失失格格とす
る。 

（２）審査は、準々決勝（２）と同様の審査員５
名とＮＨＫアナウンサー１名（専門職審査員）
の計６名で行う。 

（３）順位は、専門職審査員の点数と、他の審査
員５名の最高点、最低点を除いた400点満点
として、合計点の高い順に決定する。この際、
準々決勝の得点を参考にしない。 

（４）準決勝出場者60名から、上位10名を決勝
出場者として推薦する。 

  
６６．．校校内内放放送送活活動動研研究究集集会会（（研研究究講講座座））ⅡⅡ  
朗読部門の準決勝終了後、朗読部門の研究講座
を行う。（アナウンス部門と合同） 
 

７７．．決決勝勝  
（１）決勝出場者は、準々決勝と同じ原稿に続け

て、当当日日配配付付すするる決決勝勝課課題題を朗読する。 
（２）審査は、主催者が委嘱する者で行う。 
（３）順位は、審査員の順位集計で以下の通りに

決定する。 
優勝１ 準優勝１ 優秀２ 優良６  

この際、準決勝の得点や順位を参考にしない。 
 

８８．．規規定定違違反反ににつついいてて  
コンテストの規定に対して違反があった場合は、

失格も含め減点の対象とする。なお、重大な違反
が判明した場合には、コンテスト終了後において
も賞の取り消しをすることがある。規定違反の例
としては、作品の改変、指定以外からの抽出、時
間規定違反などがあげられる。

第第 7711 回回 杯杯全全国国高高校校放放送送ココンンテテスストト  朗朗読読部部門門  規規程程おおよよびび審審査査ににつついいてて  
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第第 7711 回回 杯杯全全国国高高校校放放送送ココンンテテスストト  ララジジオオドドキキュュメメンントト部部門門  規規程程おおよよびび審審査査ににつついいてて 

制制作作ににああたたっっててはは、、PP1177『『番番組組制制作作ににつついいてて』』（（詳詳細細はは「「番番組組部部門門制制作作関関連連資資料料」」参参照照））をを必必ずず読読むむこことと 

１１．．ララジジオオドドキキュュメメンントト部部門門規規定定  

（１）高校生活や地域社会とのかかわりの中に広く素

材を求め、ラジオの特性を活かして制作された、

高校生としての視点を大切にした、独創的な作品

であること。 

（２）様式規定に従った番組進行表１部を作成する。 

（３）作品は、６６分分 3300 秒秒以以上上７７分分以以内内でまとめる。

作品の最後には「制作は○○高等学校（放送部・

放送委員会等）でした。」というクレジットコール

を入れる。ククレレジジッットトココーールルににはは、、ククレレジジッットトココ

ーールル以以外外のの音音声声をを入入れれなないい。。  

また、作作品品のの前前後後にに２２秒秒程程度度ののブブラランンクク（（無無音音））

を入れること。  

（４）計時は、最最初初のの音音かからら、、ククレレジジッットトココーールルのの終終

わわりり（（…………ででししたた））ままででとする。 

（５）作品データは、音音声声フファァイイルルＭＭＰＰ３３形形式式で提出

する。  

２２．．審審査査基基準準  

（１）研究主題「私たち高校生と放送」のテーマに沿

った、高校生に向けた内容であること。 

（２）審査の視点 

ａ．企画・内容 

（ア）「私たち高校生と放送」という統一テーマを

理解し、高校生をとりまく素材の中から適切な

ものを求め、効果的に表現しているか。 

（イ）ラジオの特性を活かした作品になっているか。 

ｂ．制作技術 

（ア）構成・演出 

（イ）取材の方法や努力 

（ウ）ナレーション 

（エ）技術 

・録音の技術

・編集の技術

・音楽や効果音の使い方 など

（３）点数は100点法とし、ａとｂの項に留意して 
総合的に採点する。 

３３．．参参加加申申込込おおよよびび番番組組進進行行表表／／作作品品のの提提出出  

出場校は、都道府県担当者の指示に従って、番組進

行表および作品のデータを期日までに提出すること。 

提出された番組進行表は返却しない。 

４４．．準準々々決決勝勝  

（１）発表は、ＡＢ・ＣⅮ・ＥＦ・ＧＨの４会場に分

かれて行う。 

（２）審査は、Ａ～Ｈの８グループに分けて、都道府

県研究会が推薦する者とコンテスト委員会が推薦

する者を合わせて、各グループ５名でリモートで

行う。 

（３）順位は、各会場５名の審査員の最高点、最低点

を除いた300点満点とし、グループごとに合計点

の高い順に決定する。 

（４）各グループから上位５作品、計40作品を準決勝

に推薦する。  

５５．．準準決決勝勝  

（１）審査は、準々決勝（２）と同様の審査員５名と

ＮＨＫ番組制作担当者１名（専門職審査員）の計

６名で行う。 

（２）順位は、専門職審査員の点数と、他の審査員５

名の最高点、最低点を除いた400 点満点として、

合計点の高い順に決定する。この際、準々決勝の

得点を参考にしない。 

（３）40作品から上位４作品を決勝に推薦する。 

６６．．校校内内放放送送活活動動研研究究集集会会（（研研究究講講座座））ⅢⅢ  

ラジオドキュメント部門の準決勝終了後、研究講座

を行う。 

７７．．決決勝勝  

（１）審査は、主催者が委嘱する者で行う。  

（２）順位は、審査員の順位集計で以下の通りに決定

する。  

優勝１ 準優勝１ 優秀２ 

この際、準決勝の得点や順位を参考にしない。 

８８．．規規定定違違反反ににつついいてて 

コンテストの規定に対して違反があった場合は、失

格も含め減点の対象とする。なお、重大な違反が判明

した場合には、コンテスト終了後においても賞の取り

消しをすることがある。 

規定違反の例としては、他の著作物の盗用、不適切

な表現、著作権処理の不備、時間規定違反などがあげ

られる。 

※※制制作作にに当当たたっっててのの注注意意

審査は公開で行われること、また参加作品を

ＮＨＫの地域放送や特集番組などで放送した

り、イベントやWebサイト、印刷物などに利用

したりすることがあるので、制作にあたっては、

番組に登場する著作物の権利者に利用のための

許諾を得ること。 
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９９．．様様式式規規定定  

（１）番番組組進進行行表表  

ダウンロードした様式２－１，２－２，２－３，

２－４，２－５、その他必要な書類を綴じたものを

番組進行表と呼ぶ。表の規定に従った様式をコンテ

ストのWebサイトよりダウンロードして、必要事項

を記入し、ＡＡ４４判判でプリントアウトしたものを左上

で綴じて１１部部提出する。（両面印刷はしない）。 

ＰＤＦ形式にしたものも提出する。 

  

番番組組進進行行表表ににつついいてて  

（（表表中中のの◎◎のの内内容容はは必必ずず添添付付すするる）） 

◎◎表表    紙紙  

  制制作作意意図図  

  ススタタッッフフ  

確確  認認  欄欄  

（様式２－１） 

プログラムに掲載できる作品

名は全角15文字までとなる。 

制作意図は200字程度にまとめ

る。 

◎◎CCUUEEシシーートト  

（様式２－２） 

作品に使用したすべての著作物

（様式２－３の権利処理一覧表

に記入したもの）が、どこでど

のように使用されたのかが一目

でわかるように記入する。 

◎◎権権利利処処理理  

一一覧覧表表  

(様式２－３) 

作作品品にに使使用用ししたた著著作作物物（音楽・

効果音・新聞・書籍・美術品・

写真・パソコンソフト及びデー

タなど）とと権権利利処処理理内内容容（取材

場所・施設・イベント主催者な

ど）ををすすべべてて一一覧覧表表にに記記載載すするる。。 

ここれれららはは、、著著作作権権処処理理がが不不要要

のの物物ででああっっててもも必必ずず記記載載すす

るる。。ままたた著著作作物物をを使使用用ししなないい

場場合合ににはは、、表表中中にに大大ききくく「「なな

しし」」とと記記載載すするる。。 

音 

源 

を 

使 

用 

し 

た 

場 

合 

日日本本レレココーードド  

協協会会のの許許諾諾証証 

日日本本レレココーードド協協会会ののWWeebb

ササイイトトでで申申請請しし、、発発行行ささ

れれるる許許諾諾証証をを必必ずず添添付付すす

るる。。  

音音源源使使用用許許諾諾申申

請請書書  

音音源源使使用用申申請請にに

対対すするる回回答答書書  

(様式２－４)  

著著作作隣隣接接権権ががレレココーードド会会

社社ににああるる音音源源をを使使用用ししたた

場場合合ににはは必必ずず添添付付すするる。。  

様様式式２２－－４４をを使使用用ししなないい

場場合合はは、、使使用用をを許許諾諾さされれ

たた内内容容がが記記載載さされれたた文文書書

ののココピピーーをを必必ずず添添付付すす

るる。。  

著著作作権権者者かかららのの

使使用用許許諾諾書書のの  

ココピピーー 

JJAASSRRAACC管管理理のの楽楽曲曲をを使使用用

ししたた場場合合はは、、JJAASSRRAACCのの録録

音音利利用用許許諾諾書書等等ののココピピーー

をを必必ずず添添付付すするる。。そそれれ以以

外外のの楽楽曲曲のの場場合合はは、、使使用用

をを認認めめらられれたた内内容容がが記記載載

さされれたた文文書書ののココピピーーをを必必

ずず添添付付すするる。。  

著著作作権権フフリリーー  

素素材材関関連連書書類類  

著著作作権権フフリリーー素素材材をを使使用用

すするる場場合合、、素素材材ののタタイイトト

ルル（（曲曲名名））がが記記さされれたた部部

分分ののココピピーーおおよよびび使使用用条条

件件がが記記載載さされれたた文文面面（（使使

用用条条件件のの記記載載箇箇所所ははジジャャ

ケケッットトととはは限限ららなないいののでで

注注意意））ののココピピーーをを必必ずず添添

付付すするる。。  

音源以外の著作

物の使用、取材の

許諾など 

（様式２-５） 

取材にあたって許諾を必要と

する場合は様式２－５を添付

する。写真、画像等の著作物を

使用する場合は必ず許諾をと

ること。 

※「「ごご協協力力ののおお願願いい」」はは添添付付ししなないいこことと。。  

  

ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストWebサイト 

https://hosokyoiku.jp/ncon_h/ 

（放送教育ネットワーク Webサイト内） 
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第第 7711 回回 杯杯全全国国高高校校放放送送ココンンテテスストト    テテレレビビドドキキュュメメンントト部部門門  規規程程おおよよびび審審査査ににつついいてて 

制制作作ににああたたっっててはは、、PP1177『『番番組組制制作作ににつついいてて』』（（詳詳細細はは「「番番組組部部門門制制作作関関連連資資料料」」参参照照））をを必必ずず読読むむこことと  

 

１１．．テテレレビビドドキキュュメメンントト部部門門規規定定  

（１）高校生活や地域社会とのかかわりの中に広く素材

を求め、テレビの特性を活かして制作された、高校

生としての視点を大切にした、独創的な作品である

こと。 

（２）様式規定に従った番組進行表１部を作成する。 

（３）作品は、７７分分3300秒秒以以上上８８分分以以内内でまとめる。 

作作品品のの最最後後ににはは、、制制作作ししたた学学校校名名のの入入っったたククレレジジッッ

トトをを入入れれるる。。  

      また、様式３のテストパターンを作作品品のの前前後後にに  

５５秒秒ずずつつ入れること。 

（４）計時は、初初めめののテテスストトパパタターーンンのの終終了了時時かからら、、  

終終わわりりののテテスストトパパタターーンンのの始始ままりりままででとする。 

テストパターンは改変してはいけない。 

（５）テレビ放送番組などの再録を主体としたものは 

認めない。 

（６）作品は次の形式で提出する。 
MP４形式（アスペクト⽐16:9、H.264 コーデック、
HD 画質以下【解像度 1080[1920×1080］以下】）
SD 画質も可。 
 

※※制制作作にに当当たたっっててのの注注意意  

審査は公開で行われること、また参加作品をＮＨＫ   

の地域放送や特集番組などで放送したり、イベントや

Webサイト、印刷物などに利用したりすることがあるの

で、制作にあたっては、番組に登場する著作物の権利者

に利用のための許諾を得ること。 

  

２２．．審審査査基基準準 

（１）研究主題「私たち高校生と放送」のテーマに 

沿った、高校生に向けた内容であること。 

（２）審査の視点 

 ａ．企画・内容 

（ア）「私たち高校生と放送」という統一テーマを理解し、

高校生をとりまく素材の中から適切なものを求め、

効果的に表現しているか。 

（イ）テレビの特性を活かした作品になっているか。 

ｂ．制作技術 

（ア）構成・演出 

（イ）取材の方法や努力 

（ウ）ナレーション 

（エ）技術 

・撮影・録音の技術 

・編集の技術 

・音楽や効果音の使い方 など 

（３）点数は100点法とし、ａとｂの項に留意して 

総合的に採点する。 

３３．．参参加加申申込込おおよよびび番番組組進進行行表表／／作作品品のの提提出出  

出場校は、都道府県担当者の指示に従って、番組 

進行表および作品データを期日までに提出すること。 

提出された番組進行表は返却しない。 

 

４４．．準準々々決決勝勝  

（１）発表は、ＡＢ・ＣＤ・ＥＦ・ＧＨの４会場に 

分かれて行う。 

（２）審査はＡ〜Ｈの８グループに分けて、都道府県

研究会が推薦する者とコンテスト委員会が推薦 

する者を合わせて、各グループ５名でリモートで 

行う。 

（３）順位は、各会場５名の審査員の最高点、最低点

を除いた300点満点とし、グループごとに合計点

の高い順に決定する。 

（４）各グループから上位５作品、計40作品を準決勝

に推薦する。 

 

５５．．準準決決勝勝  

（１）審査は、準々決勝（２）と同様の審査員５名と

ＮＨＫ番組制作担当者１名（専門職審査員）の計

６名で行う。 

（２）順位は、専門職審査員の点数と、他の審査員 

５名の最高点、最低点を除いた400点満点として、

合計点の高い順に決定する。この際、準々決勝の

得点を参考にしない。 

（３）40作品から上位４作品を決勝に推薦する。 

  

６６．．校校内内放放送送活活動動研研究究集集会会（（研研究究講講座座））ⅥⅥ  

テレビドキュメント部門の準決勝終了後、研究講座

を行う。 

 

７７．．決決勝勝  

（１）審査は、主催者が委嘱する者で行う。  

（２）順位は、審査員の順位集計で以下の通りに決定

する。  

優勝１ 準優勝１ 優秀２ 

この際、準決勝の得点や順位を参考にしない。 

 
８８．．規規定定違違反反ににつついいてて  

コンテストの規定に対して違反があった場合は、 失

格も含め減点の対象とする。なお、重大な違反が判明

した場合には、コンテスト終了後においても賞の取り

消しをすることがある。 

規定違反の例としては、他の著作物の盗用、不適切

な表現、著作権処理の不備、時間規定違反などがあげ
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られる。 

  

９９．．様様式式規規定定  

（１）番番組組進進行行表表  

 ダウンロードした様式２－１，２－２，２－３， 

２－４，２－５、その他必要な書類を綴じたものを 

番組進行表と呼ぶ。表の規定に従った様式をコンテス

トのWebサイトよりダウンロードして、必要事項を記入

する。ＡＡ４４判判でプリントアウトしたものを左上で

綴じて１１部部提出する。（両面印刷はしない） 

ＰＤＦ形式にしたものも提出する。 

（２）テテスストトパパタターーンン（様式３）  

 指定のテストパターンを改変せずに使用する。 

テテスストトパパタターーンンははココンンテテスストトののWWeebbササイイトトかかららダダウウンン

ロローードドすするるこことと。。  

  

  

  

  

番番組組進進行行表表ににつついいてて  

（（表表中中のの◎◎のの内内容容はは必必ずず添添付付すするる）） 

◎◎表表    紙紙  

  制制作作意意図図  

  ススタタッッフフ  

確確  認認  欄欄  

(様式２－１) 

プログラムに掲載できる作品名は 

全角15文字までとなる。 

制作意図は200字程度にまとめる。 

◎◎CCUUEEシシーートト  

(様式２－２) 

作品に使用したすべての著作物（様式 

２－３の権利処理一覧表に記入した

もの）が、どこでどのように使用され

たのかが一目でわかるように記入 

する。 

◎◎権権利利処処理理  

一一覧覧表表  

(様式２－３) 

作作品品にに使使用用ししたた著著作作物物（音楽・効果

音・新聞・書籍・美術品・写真・ 

パソコンソフト及びデータなど） 

とと権権利利処処理理内内容容（取材場所・施設・ 

イベント主催者など）ををすすべべてて一一覧覧表表

にに記記載載すするる。。 

ここれれららはは、、著著作作権権処処理理がが不不要要のの物物でで

ああっっててもも必必ずず記記載載すするる。。ままたた著著作作物物

をを使使用用ししなないい場場合合ににはは、、表表中中にに  

大大ききくく「「ななしし」」とと記記載載すするる。。  

音

源

を

使

用

し

た

場

合 
 

日日本本レレココーードド  

協協会会のの許許諾諾証証 

日日本本レレココーードド協協会会ののWWeebb  

ササイイトトでで申申請請しし、、発発行行さされれるる

許許諾諾証証をを必必ずず添添付付すするる。。  

音音源源使使用用許許諾諾  

申申請請書書  

音音源源使使用用申申請請にに

対対すするる回回答答書書  

(様式２－４)  

著著作作隣隣接接権権ががレレココーードド会会社社

ににああるる音音源源をを使使用用ししたた場場合合

ににはは必必ずず添添付付すするる。。  

様様式式２２－－４４をを使使用用ししなないい  

場場合合はは、、使使用用をを許許諾諾さされれたた  

内内容容がが記記載載さされれたた文文書書のの  

ココピピーーをを必必ずず添添付付すするる。。  

著著作作権権者者かかららのの

使使用用許許諾諾書書のの  

ココピピーー 

JJAASSRRAACC管管理理のの楽楽曲曲をを使使用用  

ししたた場場合合はは、、JJAASSRRAACCのの録録音音  

利利用用許許諾諾書書等等ののココピピーーをを  

必必ずず添添付付すするる。。そそれれ以以外外のの  

楽楽曲曲のの場場合合はは、、使使用用をを認認めめらら

れれたた内内容容がが記記載載さされれたた文文書書

ののココピピーーをを必必ずず添添付付すするる。。  

著著作作権権フフリリーー  

素素材材関関連連書書類類  

著著作作権権フフリリーー素素材材をを使使用用  

すするる場場合合、、素素材材ののタタイイトトルル

（（曲曲名名））がが記記さされれたた部部分分のの  

ココピピーーおおよよびび使使用用条条件件がが  

記記載載さされれたた文文面面（（使使用用条条件件のの

記記載載箇箇所所ははジジャャケケッットトととはは

限限ららなないいののでで注注意意））ののココピピーー

をを必必ずず添添付付すするる。。  

音源以外の著作

物の使用、取材の

許諾など 

(様式２－５) 

取材にあたって許諾を必要とする 

場合は様式２－５を添付する。写真、

画像等の著作物を使用する場合は 

必ず許諾をとること。 

※ 「「ごご協協力力ののおお願願いい」」はは添添付付ししなないいこことと。 

 

ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストWebサイト 

https://hosokyoiku.jp/ncon_h/ 

（放送教育ネットワーク Webサイト内） 
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１１．．創創作作ララジジオオドドララママ部部門門規規定定  

（１）脚本は参加資格を有する自校生徒のオリジナ

ル作品であること。文文芸芸作作品品ななどどかかららのの脚脚色色やや

改改作作はは認認めめなないい。 

（２）様式規定に従った番組進行表１部を作成する。 

（３）作品は、８８分分以以内内でまとめる。作品の最後に

は「制作は○○高等学校（放送部・放送委員会

等）でした。」というクレジットコールを入れ

る。ククレレジジッットトココーールルににはは、、ククレレジジッットトココーールル

以以外外のの音音声声をを入入れれなないい。 

また、作作品品のの前前後後にに２２秒秒程程度度ののブブラランンクク（（無無

音音））を入れること。 

（４）計時は、最最初初のの音音かからら、、ククレレジジッットトココーールルのの

終終わわりり（（…………ででししたた））ままででとする。 

（５）出出演演者者はは自自校校生生徒徒にに限限るる。 

（６）作品データは、音音声声フファァイイルルＭＭＰＰ３３形形式式で提

出する。 

 

２２．．審審査査基基準準  

（１）研究主題「私たち高校生と放送」のテーマに

沿った、高校生に向けた内容であること。 

（２）審査の視点 

ａ．企画・内容 

（ア）原作・脚本・演出などにオリジナリティが

あるか。 

（イ）ラジオの特性を活かした作品になっている

か。 

ｂ．制作技術 

（ア）構成・演出 

（イ）取材の方法や努力 

（ウ）演技 

（エ）技術 

・録音の技術 

・編集の技術 

・音楽や効果音の使い方 など 

（３）点数は 100 点法とし、ａとｂの項に留意して

総合的に採点する。 

 

３３．．参参加加申申込込おおよよびび番番組組進進行行表表／／作作品品のの提提出出  

出場校は、都道府県担当者の指示に従って、番組

進行表および作品のデータを期日までに提出する

こと。 

 

提出された番組進行表は返却しない。 

 

４４．．準準々々決決勝勝  

（１）発表は、ＡＢ・ＣＤの２会場に分かれて行う。 

（２）審査はＡ〜Ｄの４グループに分けて、都道府

県研究会が推薦する者とコンテスト委員会が

推薦する者を合わせて、各グループ５名でリモ

ートで行う。 

（３）順位は、各会場５名の審査員の最高点、最低

点を除いた 300 点満点とし、グループごとに合

計点の高い順に決定する。 

（４）各グループから上位５作品、計 20 作品を準

決勝に推薦する。 

 

５５．．準準決決勝勝  

（１）審査は、準々決勝（２）と同様の審査員５名

とＮＨＫ番組制作担当者１名（専門職審査員）

の計６名で行う。 

（２）順位は、専門職審査員の点数と、他の審査員

５名の最高点、最低点を除いた 400 点満点とし

て、合計点の高い順に決定する。この際、準々

決勝の得点を参考にしない。 

（３）20 作品から上位３作品を決勝に推薦する。 

 

６６．．校校内内放放送送活活動動研研究究集集会会（（研研究究講講座座））ⅤⅤ  

創作ラジオドラマ部門の準決勝終了後、研究講座

を行う。 

 

７７．．決決勝勝  

（１）審査は、主催者が委嘱する者で行う。 

（２）順位は、審査員の順位集計で以下の通りに決

定する。 

優勝１ 準優勝１ 優秀１  

この際、準決勝の得点や順位を参考にしない。 

 

８８．．規規定定違違反反ににつついいてて  

コンテストの規定に対して違反があった場合は、

失格も含め減点の対象とする。なお、重大な違反が

判明した場合には、コンテスト終了後においても賞

の取り消しをすることがある。 

規定違反の例としては、他の著作物の盗用、不適

切な表現、自校生徒以外の出演、著作権処理の不備、

時間規定違反などがあげられる。 

 

９９．．様様式式規規定定  

（１）番番組組進進行行表表 

ダウンロードした様式２－１，２－２，２－３，

２－４，２－５、その他必要な書類を綴じたもの

を番組進行表と呼ぶ。右の表の規定に従った様式

をコンテストのWebサイトよりダウンロードして、

第第 7711 回回      杯杯全全国国高高校校放放送送ココンンテテスストト  創創作作ララジジオオドドララママ部部門門  規規程程おおよよびび審審査査ににつついいてて  

制制作作ににああたたっっててはは、、PP1177『『番番組組制制作作ににつついいてて』』（（詳詳細細はは「「番番組組部部門門制制作作関関連連資資料料」」参参照照））をを必必ずず読読むむこことと  

※※制制作作にに当当たたっっててのの注注意意 

審査は公開で行われること、また参加作品を

ＮＨＫの地域放送や特集番組などで放送した

り、イベントや Web サイト、印刷物などに利用

したりすることがあるので、制作にあたっては、

番組に登場する著作物の権利者に利用のための

許諾を得ること。 
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必要事項を記入し、ＡＡ４４判判でプリントアウトした

ものを左上で綴じて１１部部提出する。（両面印刷は

しない） 

ＰＤＦ形式にしたものも提出する。 

 

番番組組進進行行表表ににつついいてて  
（（表表中中のの◎◎のの内内容容はは必必ずず添添付付すするる））  

◎◎表表    紙紙  

  制制作作意意図図  

  ああららすすじじ  

  ススタタッッフフ・・  

キキャャスストト  

確確  認認  欄欄  

（様式２－１） 

プログラムに掲載できる作品名は

全角 15 文字までとなる。 

制作意図は200字程度にまとめる。

あらすじは結末まで入れて 400 字

程度にまとめる。 

◎◎CCUUEE シシーートト  

（様式２－２） 
作品に使用したすべての著作物

（様式２－３の権利処理一覧表に

記入したもの）が、どこでどのよ

うに使用されたのかが一目でわか

るように記入する。 

◎◎権権利利処処理理  

一一覧覧表表  

(様式２－３) 

作作品品にに使使用用ししたた著著作作物物（音楽・効

果音・新聞・書籍・美術品・写真・

パソコンソフト及びデータなど）

とと権権利利処処理理内内容容（取材場所・施設・

イベント主催者など）ををすすべべてて一一

覧覧表表にに記記載載すするる。 

ここれれららはは、、著著作作権権処処理理がが不不要要のの物物

ででああっっててもも必必ずず記記載載すするる。。ままたた著著

作作物物をを使使用用ししなないい場場合合ににはは、、表表中中

にに大大ききくく「「ななしし」」とと記記載載すするる。。 
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音

源

を

使

用

し

た

場

合
 

日日本本レレココーードド  

協協会会のの許許諾諾証証 

日日本本レレココーードド協協会会ののWWeebbササ

イイトトでで申申請請しし、、発発行行さされれるる

許許諾諾証証をを必必ずず添添付付すするる。。  

音音源源使使用用許許諾諾  

申申請請書書  

音音源源使使用用申申請請にに  

対対すするる回回答答書書  

（様式２－４） 

著著作作隣隣接接権権ががレレココーードド会会

社社ににああるる音音源源をを使使用用ししたた

場場合合ににはは必必ずず添添付付すするる。。  

様様式式２２－－４４をを使使用用ししなないい

場場合合はは、、使使用用をを許許諾諾さされれたた

内内容容がが記記載載さされれたた文文書書のの

ココピピーーをを必必ずず添添付付すするる。。 

著著作作権権者者かかららのの

使使用用許許諾諾書書のの  

ココピピーー 

JJAASSRRAACC 管管理理のの楽楽曲曲をを使使用用

ししたた場場合合はは、、JJAASSRRAACC のの録録音音

利利用用許許諾諾書書等等ののココピピーーをを

必必ずず添添付付すするる。。そそれれ以以外外のの

楽楽曲曲のの場場合合はは、、使使用用をを認認めめ

らられれたた内内容容がが記記載載さされれたた

文文書書ののココピピーーをを必必ずず添添付付

すするる。。  

著著作作権権フフリリーー  

素素材材関関連連書書類類 

著著作作権権フフリリーー素素材材をを使使用用

すするる場場合合、、素素材材ののタタイイトトルル

（（曲曲名名））がが記記さされれたた部部分分のの

ココピピーーおおよよびび使使用用条条件件がが

記記載載さされれたた文文面面（（使使用用条条件件

のの記記載載箇箇所所ははジジャャケケッットト

ととはは限限ららなないいののでで注注意意））のの

ココピピーーをを必必ずず添添付付すするる。。  

音源以外の著

作物の使用、取

材の許諾など 

（様式 2－5） 

取材にあたって許諾を必要とする

場合は様式２－５を添付する。写

真、画像等の著作物を使用する場

合は必ず許諾をとること。 

※※「「ごご協協力力ののおお願願いい」」はは添添付付ししなないいこことと。。  

 

ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト Web サイト 

https://hosokyoiku.jp/ncon_h/ 

（放送教育ネットワーク Web サイト内）  
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第第 7711 回回 杯杯全全国国高高校校放放送送ココンンテテスストト  創創作作テテレレビビドドララママ部部門門  規規程程おおよよびび審審査査ににつついいてて 

制制作作ににああたたっっててはは、、PP1177『『番番組組制制作作ににつついいてて』』（（詳詳細細はは「「番番組組部部門門制制作作関関連連資資料料」」参参照照））をを必必ずず読読むむこことと  

 

１１．．創創作作テテレレビビドドララママ部部門門規規定定  

（１）脚本は参加資格を有する自校生徒のオリジナル 

作品であること。文文芸芸作作品品ななどどかかららのの脚脚色色やや改改作作はは

認認めめなないい。 

（２）様式規定に従った番組進行表１部を作成する。 

（３）作品は、８８分分以以内内でまとめる。作作品品のの最最後後ににはは、、

制制作作ししたた学学校校名名のの入入っったたククレレジジッットトをを入入れれるる。。  

      また、様式３のテストパターンを作作品品のの前前後後にに  

５５秒秒ずずつつ入れること。 

（４）計時は、初初めめののテテスストトパパタターーンンのの終終了了時時かからら、、  

終終わわりりののテテスストトパパタターーンンのの始始ままりりままででとする。 

テストパターンは改変してはいけない。 

（５）出出演演者者はは自自校校生生徒徒にに限限るる。 

（６）作品は次の形式で提出する。 
MP４形式（アスペクト⽐16:9、H.264 コーデック、 

  HD 画質以下【解像度 1080[1920×1080］以下】）
SD 画質も可。 

  

※※制制作作にに当当たたっっててのの注注意意  

審査は公開で行われること、また参加作品をＮＨＫの

地域放送や特集番組などで放送したり、イベントやWeb

サイト、印刷物などに利用したりすることがあるので、

制作にあたっては、番組に登場する著作物の権利者に利

用のための許諾を得ること。 

  

  

２２．．審審査査基基準準 

（１）研究主題「私たち高校生と放送」のテーマに沿っ

た、高校生に向けた内容であること。 

（２）審査の視点 

 ａ．企画・内容 

 （ア）原作・脚本・演出などにオリジナリティがある

か。 

 （イ）テレビの特性を活かした作品になっているか。 

 ｂ．制作技術 

 （ア）構成・演出 

 （イ）取材の方法や努力 

 （ウ）演技 

 （エ）技術 

・撮影・録音の技術 
・編集の技術 

・音楽や効果音の使い方 など 

（３）点数は100点法とし、ａとｂの項に留意して総合

的に採点する。 
  

３３．．参参加加申申込込おおよよびび番番組組進進行行表表／／作作品品のの提提出出  

出場校は、都道府県担当者の指示に従って、番組進行

表および作品データを期日までに提出すること。 

提出された番組進行表は返却しない。 

 

４４．．準準々々決決勝勝  

（１）発表は、ＡＢ・ＣＤの２会場に分かれて行う。 

（２）審査はＡ〜Ｄの４グループに分けて、都道府県

研究会が推薦する者とコンテスト委員会が推薦す

る者を合わせて、各グループ５名でリモートで行

う。 

（３）順位は、各会場５名の審査員の最高点、最低点

を除いた300点満点とし、グループごとに合計点

の高い順に決定する。 

（４）各グループから上位５作品、計20作品を準決勝

に推薦する。  

 

５５．．準準決決勝勝  

（１）審査は、準々決勝（２）と同様の審査員５名と

ＮＨＫ番組制作担当者１名（専門職審査員）の計

６名で行う。 

（２）順位は、専門職審査員の点数と、他の審査員５

名の最高点、最低点を除いた400点満点として、

合計点の高い順に決定する。この際、準々決勝の

得点を参考にしない。 

（３）20作品から上位３作品を決勝に推薦する。 

  

６６．．校校内内放放送送活活動動研研究究集集会会（（研研究究講講座座））ⅥⅥ  

創作ラジオドラマ部門の準決勝終了後、研究講座を

行う。 

 

７７．．決決勝勝  

（１）審査は、主催者が委嘱する者で行う。  

（２）順位は、審査員の順位集計で以下の通りに決定

する。  

優勝１ 準優勝１ 優秀１ 

この際、準決勝の得点や順位を参考にしない。 

  

８８．．規規定定違違反反ににつついいてて  

コンテストの規定に対して違反があった場合は、失

格も含め減点の対象とする。なお、重大な違反が判明

した場合には、コンテスト終了後においても賞の取り

消しをすることがある。 

規定違反の例としては、他の著作物の盗用、不適切

な表現、自校生徒以外の出演、著作権処理の不備、時

間規定違反などがあげられる。 
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９９．．様様式式規規定定  

（１）番番組組進進行行表表  

 ダウンロードした様式２－１，２－２，２－３， 

２－４，２－５、その他必要な書類を綴じたものを番

組進行表と呼ぶ。表の規定に従った様式をコンテスト

のWebサイトよりダウンロードして、必要事項を記入す

る。ＡＡ４４判判でプリントアウトしたものを左上で綴

じて１１部部提出する。（両面印刷はしない） 

ＰＤＦ形式にしたものも提出する。 

（２）テテスストトパパタターーンン（様式３）  

 指定のテストパターンを改変せずに使用する。テテスス

トトパパタターーンンははココンンテテスストトののWWeebbササイイトトかかららダダウウンンロローー

ドドすするるこことと。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

番番組組進進行行表表ににつついいてて  

（（表表中中のの◎◎のの内内容容はは必必ずず添添付付すするる）） 

◎◎表表    紙紙  

  制制作作意意図図  

  ああららすすじじ  

  ススタタッッフフ・・  

キキャャスストト  

確確  認認  欄欄  

（様式２－１） 

プログラムに掲載できる作品名は全

角15文字までとなる。 

制作意図は200字程度にまとめる。あら

すじは結末まで入れて400字程度にま

とめる。 

◎◎CCUUEEシシーートト  

（様式２－２） 

作品に使用したすべての著作物（様式２

－３の権利処理一覧表に記入したもの）

が、どこでどのように使用されたのかが

一目でわかるように記入する。 

◎◎権権利利処処理理  

一一覧覧表表  

（様式２－３） 

作作品品にに使使用用ししたた著著作作物物（音楽・効果音・

新聞・書籍・美術品・写真・パソコンソ

フト及びデータなど）とと権権利利処処理理内内容容

（取材場所・施設・イベント主催者など）

ををすすべべてて一一覧覧表表にに記記載載すするる。。 

ここれれららはは、、著著作作権権処処理理がが不不要要のの物物ででああ

っっててもも必必ずず記記載載すするる。。ままたた著著作作物物をを使使

用用ししなないい場場合合ににはは、、表表中中にに大大ききくく「「なな

しし」」とと記記載載すするる。。 

音

源

を

使

用

し

た

場

合 
 

日日本本レレココーードド  

協協会会のの許許諾諾証証 

日日本本レレココーードド協協会会ののWWeebbササイイトト

でで申申請請しし、、発発行行さされれるる許許諾諾証証をを

必必ずず添添付付すするる。。  

音音源源使使用用許許諾諾  

申申請請書書  

音音源源使使用用申申請請にに

対対すするる回回答答書書  

(様式２－４)  

著著作作隣隣接接権権ががレレココーードド会会社社にに

ああるる音音源源をを使使用用ししたた場場合合ににはは

必必ずず添添付付すするる。。  

様様式式２２－－４４をを使使用用ししなないい場場合合

はは、、使使用用をを許許諾諾さされれたた内内容容がが記記

載載さされれたた文文書書ののココピピーーをを必必ずず

添添付付すするる。。  

著著作作権権者者かかららのの

使使用用許許諾諾書書のの  

ココピピーー 

JJAASSRRAACC管管理理のの楽楽曲曲をを使使用用ししたた

場場合合はは、、JJAASSRRAACCのの録録音音利利用用許許諾諾

書書等等ののココピピーーをを必必ずず添添付付すするる。。

そそれれ以以外外のの楽楽曲曲のの場場合合はは、、使使用用

をを認認めめらられれたた内内容容がが記記載載さされれ

たた文文書書ののココピピーーをを必必ずず添添付付すす

るる。。  

著著作作権権フフリリーー  

素素材材関関連連書書類類  

著著作作権権フフリリーー素素材材をを使使用用すするる

場場合合、、素素材材ののタタイイトトルル（（曲曲名名））

がが記記さされれたた部部分分ののココピピーーおおよよ

びび使使用用条条件件がが記記載載さされれたた文文面面

（（使使用用条条件件のの記記載載箇箇所所ははジジャャ

ケケッットトととはは限限ららなないいののでで注注意意））

ののココピピーーをを必必ずず添添付付すするる。。  

音源以外の著作物

の使用、取材の許

諾など 

（様式２-５） 

取材にあたって許諾を必要とする場合

は様式２－５を添付する。写真、画像

等の著作物を使用する場合は必ず許諾

をとること。 

※ 「「ごご協協力力ののおお願願いい」」はは添添付付ししなないいこことと。 

 

ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストWebサイト 

https://hosokyoiku.jp/ncon_h/ 

（放送教育ネットワーク Webサイト内）

T ドラ
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発発表表会会でで提提示示すするる資資料料ににつついいててもも権権利利処処理理がが必必要要でですす。。PP1177『『番番組組制制作作ににつついいてて』』（（詳詳細細はは「「番番組組部部門門制制作作関関連連資資料料」」参参照照））をを必必ずず読読むむこことと。。  

１１．．目目的的  

日日常常のの校校内内放放送送活活動動のの中中かからら、、問問題題解解決決のの努努力力

ままたたはは技技術術的的なな創創意意工工夫夫ななどどをを発発表表すするる機機会会をを設設

けけ、、各各学学校校がが持持つつ諸諸問問題題をを共共有有しし、、共共にに解解決決すするる

ここととをを目目的的ととすするる。。  

２２．．発発表表ににつついいてて  

（１）発表内容は、校内放送に関するものに限る（校

内放送の技術、アナウンス・朗読の技術、番組の

制作や編集の技術、部活動・委員会活動の運営方

法など）。コンテストにエントリーしている関連の

内容、または類似の内容であってはいけない。今

回のコンテスト参加作品の上映は、たとえ一部で

あっても一切認めない。なお、メーカー名、商品

名の写り込みを避け、特定の商品のＰＲも避ける

こと。 

（２）本発表会は発表技術を競うものではない。問題

解決の結論を重視すること。 

（３）発表は、PowerPoint を使用したスクリーン１面

のプレゼンテーションとする。発表時間は機材調

整を含め８８分分以以内内とし、発表者は機器操作も含め

て３人までとする。録録音音・・録録画画をを主主体体ととすするる発発表表

はは認認めめなないい。。  

（４）PowerPointのデータ容量は220000ＭＭＢＢ以以内内とする。

誤作動などを防ぐためにススラライイドド画画面面のの切切りり替替ええ

効効果果ととアアニニメメーーシショョンンのの使使用用はは禁禁止止すするる。。たただだしし

音音声声やや動動画画のの挿挿入入ははアアニニメメーーシショョンンととははみみななささなな

いい。。 

（５）発表校には、『研究奨励』が贈られる。 

（６）会場には、主催者が以下の機器を用意する。 

ａ．ノートパソコン１台（Windows11） 

PowerPoint2019   

ｂ．マイク（２本） c．卓上ライト 

ｄ．レーザーポインタ 

３３．．発発表表のの進進行行ににつついいてて  

（１）発表は、２つの会場に分かれて、５校以上10校

以下のブロックごとに行う。発発表表校校はは自自校校がが発発表表

すするるブブロロッッククのの集集合合時時間間にに参参集集しし、指定された順

番で発表を行う。ブロックの全ての発表の終了後

に交流会を行う。ブロックの編成、発表の会場と

順番は参加申し込み後、ＮＨＫ杯全国高校放送コ

ンテストWebサイトで発表する。  

（２）発表の内容に合わせて以下の３類型を設定す

る。Ⅰ類 = アナウンスや朗読に関する研究。Ⅱ

類 = 番組制作に関する研究。Ⅲ類 = その他（学

校行事の運営や校内放送など）。発発表表校校ははエエンントト

リリーーのの際際にに自自校校のの発発表表ががどどのの類類型型にに該該当当すするるかかをを

申申告告すするる。。  

（３）発表当日のブロック集合の後に機材の操作確認

とPowerPointの起動チェックをする。 

（４）発表中は会場を消灯する。 

（５）発表中に、印刷物の配付や、両手で掲げられる

程度の大きさの製作物を提示することはかまわな

いが、発表中に大きな作品を組み立てたり設置し

たりすることは認めない。ただし、事事前前にに（（エエンン

トトリリーー時時にに））申申請請ししてて許許可可さされれたた発発表表校校にに限限りり、、

会会場場後後方方にに製製作作物物等等をを展展示示すするるここととががででききるるススペペ

ーーススをを与与ええるる。。展示スペースの広さは約 180 ㎝

×180 ㎝とし長机 1 台を提供する。会場の都合上、

このスペースに展示できるのは最大16校とし、そ

れを超える申請があった場合には抽選を行う。抽

選結果はブロックの編成と同時に発表する。 

（６）いずれの場合も持ち込んだ機材を電源等の会場

設備に接続することは認めない。 

４４．．ＮＮＨＨＫＫホホーールルででのの発発表表ににつついいてて  

（１）発発表表校校をを代代表表ししてて２２校校にに各各部部門門のの決決勝勝がが行行わわれれ  

るるＮＮＨＨＫＫホホーールルででのの発発表表のの場場をを設設定定すするる。。  

（２）代代表表校校はは２２つつのの発発表表会会場場かかららそそれれぞぞれれ１１校校をを各各  

会会場場のの発発表表者者のの意意見見をを反反映映ささせせるる形形でで選選出出すするる。。

代代表表校校はは22002244年年77月月2255日日（（木木））ににＮＮＨＨＫＫホホーールルでで

発発表表すするる。。  

（３）発発表表のの形形式式ににつついいててはは「「２２..発発表表ににつついいてて」」にに  

準準じじるる。。たただだしし会会場場はは消消灯灯ししなないいののでで卓卓上上ラライイトト

はは使使用用ししなないい。。レレーーザザーーポポイインンタタはは使使ええなないい。。  

５５．．研研究究要要旨旨･･番番組組進進行行表表･･著著作作権権処処理理のの提提出出  

（１）発表校は、研究要旨（研究の目的と方法論と結

論を、わかりやすく200字程度でまとめたもの）

を都道府県担当者に提出する。展展示示のの希希望望ががああるる

場場合合ににははああわわせせてて申申請請すするる。。都道府県担当者は指

定のExcelシートに入力して、22002244年年66月月2288日日

（（金金））までに提出する。（ｐ３参照） 

（２）発表は公開を前提としているので、番組進行表

を提出する。著作権処理が必要なもの（BGM、写真

など）については、番組部門と同様の処理を行

う。様式２-１（研発）、２－２（研発用）、２－

３、必要に応じて２－４、２－５を 22002244年年77月月33

日日（（水水））までに提出する。（ｐ３参照） 

６６．．発発表表用用PPoowweerrPPooiinnttおおよよびびＰＰＤＤＦＦデデーータタのの提提出出  

（１）発表校は、PowerPointのデータを 22002244年年77月月  

33日日（（水水））までに提出する。（ｐ３参照） 

（２）研究内容を共有するためPowerPointのデータ 

のＰＤＦを報告号に掲載する。発発表表校校はは報報告告号号  

掲掲載載用用ののＰＰＤＤＦＦデデーータタをを22002244年年77月月33日日（（水水））

ままででにに提提出出すするる。。（ｐ３参照） 

（３）発表は提出したPowerPointデータを使って行

うこと。提出後の改変は認めない。 

※PowerPoint、Excelは米国Microsoft Corporationの米国およびそ

の他の国の登録商標です。  

第第7711回回  杯杯全全国国高高校校放放送送ココンンテテスストト  校校内内放放送送研研究究発発表表会会（（校校内内放放送送活活動動研研究究集集会会ⅦⅦ））ににつついいてて 
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番組制作は著作物の創造です。制作者であるみなさんは、⾃分の著作物を勝⼿に使⽤されたり改変されたり
しない権利を有しています。制作にあたって他者の権利を尊重し、著作権や肖像権等を守るのは、⾃分の権利
を守るのと同じことです。制作者・情報発信者であるみなさんは、企画の段階からこの点に配慮し、必要な⼿
続きをとって、取材や制作を進めてください。 

☆ 公開のための⼿続きを必ず⾏ってください
参加規定にある通り「放送コンテスト」ですので、放送（公開）することを前提としています。参加作品

をＮＨＫの地域放送や特集番組、Web サイトなどで公開したり、イベントや印刷物等に使⽤したりするこ
とがあります。次項「権利処理について」を参照し、これらの⼿続きを⾏ってください。コンテストでは円
滑な作品発表を期すために下記の事項が既処理であることを確認の上運営する必要があります。作品提出時
に、これらが既処理であることを⽰す書類も⼀緒に提出してください。⼿続きが⾏われていない場合、審査・
公開できないことがあります。 

☆ 権利処理について
１．著作権

映像や画像、⾳楽、書籍など、⾃分以外の⼈が創作したものを素材として使⽤する場合 
（１）オリジナルを創った⼈の許諾が必要です。
（２）⼤きく写り込んだ登録商標や、⾳声での登録商標の表現等についても使⽤の可否を確認する必要が

あります。 
２．肖像権 

他の⼈の顔や姿などを当該⼈物だと確認できる状態で使⽤する場合 
（１）基本的にその⼈（または保護者や管理者等）の許諾が必要です。本⼈の事情等で作品中への映り込

みが問題となってしまう場合もあります。特に学童など本⼈が映り込みの可否を判断できない場合
は、保護者や管理者の許諾を確実に得てください。 

（２）肖像権ではありませんが、他⼈の敷地内や施設内で無断で取材を⾏うなど、他⼈の権利を侵害する
ことがあってはいけません。⾃校の⾏事等であっても、主催者（多くは学校⻑）の許諾が必要です。 

３．その他（コンテストで発表して⽀障がないか） 
誰かを誹謗中傷するものや残酷な内容、著しく反社会的な内容、公序良俗に反する内容などはコンテス

トへの出品内容としては適当ではありません。

☆ ⼿続きには時間がかかります
取材や著作物使⽤に関するすべての⼿続きは、都道府県コンテスト（または都道府県が指⽰する地区コ

ンテスト）までに完了してください。
書類提出締切直前に著作物の使⽤許諾を申請することは、関係機関に多⼤な迷惑をかけ、コンテストに

関わる全作品の許諾に⽀障が出る恐れもあります。まず、関係機関の Web サイトで⼿続きについて確認
し、⼗分な余裕を持って申請を⾏ってください。許諾書が間に合わない場合も、審査・公開できないこと
があります。 

番番組組制制作作ににつついいてて（（詳詳細細はは「「番番組組部部門門制制作作関関連連資資料料」」参参照照））  

hhttttppss::////hhoossookkyyooiikkuu..jjpp//nnccoonn__hh//  

手手続続ききにに必必要要なな様様式式とと記記入入例例、、記記入入上上のの注注意意ををダダウウンンロローードドししててごご利利用用くくだだささいい  
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第 71 回 NHK 杯全国高校放送コンテスト アナウンス・朗読部門 原稿用紙 20×10 

 
 

         

見 本
様式は次のURLからダウンロードしてください。

https://hosokyoiku.jp/ncon_h/
（放送教育ネットワーク　Webサイト内）

高校放送コンテスト ＞ 2024年度 第71回 ＞ 各部門様式

様式１

様式３
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見 本
様式は次のURLからダウンロードしてください。

https://hosokyoiku.jp/ncon_h/
（放送教育ネットワーク　Webサイト内）

高校放送コンテスト ＞ 2024年度 第71回 ＞ 各部門様式
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見 本
様式は次のURLからダウンロードしてください。

https://hosokyoiku.jp/ncon_h/
（放送教育ネットワーク　Webサイト内）

高校放送コンテスト ＞ 2024年度 第71回 ＞ 各部門様式
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（
作

品
デ

ー
タ

は
主

催
者

に
お

い
て

、
Ｗ

ｅ
ｂ

上
で

の
審

査
お

よ
び

授
受

を
行

う
ほ

か
、

受
賞

作
品

と
し

て
放

送
・

Ｗ
ｅ

ｂ
配

信
等

で
公

開
さ

れ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
）

応
募

作
品

の
タ

イ
ト

ル

録
音

録
画

物
の

種
類

C
D

-
R

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

D
V

D
-
R

ト
ラ

ッ
ク

番
号

曲
目

使 用 音 源

使
用

音
源

タ
イ

ト
ル

商
品

（
Ｃ

Ｄ
）
名

商
品

番
号

使
用
目
的

（
Ｔ

Ｅ
Ｌ

）
　

　
　

住
　

所

Ｔ
Ｅ

Ｌ

申 請 者

連
絡

先
等

e
-
m

ai
lア

ド
レ

ス

学
校

名
団

体
・
法

人
名

代
表

者
名

Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯

全
国

高
校

放
送

コ
ン

テ
ス

ト

様
式

２
－

３

学学
校校

名名

権権
利利

処処
理理

一一
覧覧

表表

部部
門門

名名
作作

品品
名名

記
号

・
番

号
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
所

有
者

分
類

権
利

処
理

・
著

作
物

名
(曲

名
・
題

名
な

ど
)

著
作

隣
接

権
許

諾
者

名
（
 歌

手
・
演

奏
者

・
レ

コ
ー

ド
会

社
な

ど
 )

許
諾

書
権

利
を

有
す

る
者

・
著

作
者

名
(作

詞
・
作

曲
者

な
ど

)

許
諾

書

番
組

制
作

に
つ

い
て

（
詳

細
は

、
「
番

組
部

門
制

作
関

連
資

料
」
の

様
式

2
－

3
の

記
入

例
と

解
説

を
参

照
の

こ
と

）
　

・
添

付
書

類
が

不
要

の
も

の
の

み
番

号
に

○
を

つ
け

る
。

　
・
分

類
に

は
楽

曲
、

効
果

音
、

美
術

品
、

写
真

、
T
V

番
組

等
を

記
入

す
る

。
　

・
こ

の
ペ

ー
ジ

以
降

に
添

付
す

る
書

類
に

は
、

A
4
縦

置
き

の
右

上
に

関
連

す
る

著
作

物
番

号
を

朱
書

き
す

る
こ

と
。

第
7
1
回

Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯

全
国

高
校

放
送

コ
ン

テ
ス

ト
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高校放送コンテスト ＞ 2024年度 第71回 ＞ 各部門様式

　 　 　 　 　 　

①
　

②
　

◎
利

用
方

法

 担
当

者
（
制

作
者

）
名

 応
募

作
品

名

（
放

送
、

広
報

、
イ

ベ
ン

ト
、

Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト

で
の

配
信

（
※

W
e
b上

で
の

作
品

デ
ー

タ
の

審
査

お
よ

び
授

受
を

含
む

）
等

）

様
（
御

中
）

  
 こ

の
た

び
は

、
Ｎ

Ｈ
Ｋ

杯
全

国
高

校
放

送
コ

ン
テ

ス
ト

の
応

募
作

品
に

ご
協

力
を

い
た

だ
き

、
ま

こ
と

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

 ご
協

力
を

い
た

だ
く
作

品
に

つ
き

ま
し

て
、

下
記

に
示

し
た

利
用

方
法

で
の

活
用

を
了

解
い

た
だ

き
た

く
、

ご
依

頼
申

し
上

げ
ま

す
。

 ど
う

か
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 学
校

名
（
団

体
名

）

電
話

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｆ
Ａ

Ｘ

Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯

全
国

高
校

放
送

コ
ン

テ
ス

ト
（
地

区
コ

ン
テ

ス
ト

・
全

国
コ

ン
テ

ス
ト

）
で

の
公

開

主
催

者
に

よ
る

作
品

の
使

用
お

よ
び

部
分

使
用

 

◎
ご

協
力

内
容

 所
在

地

 連
絡

先

  
  
  
  
  
 　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日

ご
協

力
の

お
願

い

 代
表

者
（
顧

問
）
名

◎
依

頼
者

◎ ◎ 太
枠

内
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

　
あ

て

◎
許

諾
者

　
ご

署
名

許許
諾諾

書書

　
　

　
　

　
　

年
　

　
　

　
　

　
月

　
　

　
　

　
　

日

学
校

名

代
表

者
（
顧

問
）
名

　
私

は
、

今
回

協
力

す
る

作
品

や
そ

の
作

品
素

材
の

映
像

・
音

声
が

保
存

さ
れ

、
上

記
の

利
用

方
法

で
活

用
さ

れ
る

こ
と

を
許

諾
し

ま
す

。
　

な
お

、
こ

の
件

に
つ

い
て

は
、

（
　

無
償

　
・
　

次
の

条
件

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
で

許
諾

す
る

こ
と

と
し

ま
す

。

　
ご

所
属

　
ご

職
位

 連
絡

先

 担
当

者
（
制

作
者

）
名

 応
募

作
品

名

 学
校

名
（
団

体
名

）

 代
表

者
（
顧

問
）
名

 所
在

地

電
話

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｆ
Ａ

Ｘ

依
頼

者

許
諾

ま
た

は
提

供
い

た
だ

く
も

の

権
利

処
理

番
号

・
記

号
内

容

様
式

２
－

５

取
材

許
諾

・
著

作
物

等
ご

提
供

の
お

願
い

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

様
（
御

中
）

　
こ

の
た

び
は

、
Ｎ

Ｈ
Ｋ

杯
全

国
高

校
放

送
コ

ン
テ

ス
ト

の
応

募
作

品
に

ご
協

力
を

い
た

だ
き

、
ま

こ
と

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

ご
協

力
を

い
た

だ
く
作

品
に

つ
き

ま
し

て
、

下
記

に
示

し
た

利
用

方
法

で
の

活
用

に
承

諾
を

い
た

だ
き

た
く
、

ご
依

頼
申

し
上

げ
ま

す
。

 ど
う

か
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

【
利

用
方

法
】

①
Ｎ

Ｈ
Ｋ

杯
全

国
高

校
放

送
コ

ン
テ

ス
ト

（
地

区
コ

ン
テ

ス
ト

・
全

国
コ

ン
テ

ス
ト

）で
の

公
開

②
主

催
者

に
よ

る
作

品
の

使
用

お
よ

び
部

分
使

用

（
放

送
、

広
報

、
イ

ベ
ン

ト
、

Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト

で
の

配
信

（
※

W
eb

上
で

の
作

品
デ

ー
タ

の
審

査
お

よ
び

授
受

を
含

む
）
等

）

N
H

K
杯

全
国

高
校

放
送

コ
ン

テ
ス

ト
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高校放送コンテスト ＞ 2024年度 第71回 ＞ 各部門様式

様
式

２
－

２
（
研

発
用

）

番
号

分
類

　
発

表
の

流
れ

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

CC
UU

EE
シシ

ーー
トト

権
利

処
理

内
  

容
ス

ラ
イ

ド

第
7
1
回

　
Ｎ

Ｈ
Ｋ

杯
全

国
高

校
放

送
コ

ン
テ

ス
ト

　
研

発
　

Ｃ
Ｕ

Ｅ
シ

ー
ト

3
 /

 3
 ペ

ー
ジ

〒 T
E
L

F
A

X

様
式

２
－

５
そ

の
他

許
諾

に
関

す
る

書
類

確
認

者
氏

名
様

式
２

－
４

確
認

欄

研
究

要
旨

（
 ２

０
０

字
程

度
 ）

ス
タ

ッ
フ

　

様
式

２
－

１
表

紙
様

式
２

－
２

C
U

E
シ

ー
ト

様
式

２
－

３
権

利
処

理
一

覧
表

第
7
１

回
N

H
K
杯

全
国

高
校

放
送

コ
ン

テ
ス

ト

発
表

校
顧

問

都
道

府
県

　
担

当
者

※
内

容
を

確
認

後
、

必
ず

✔
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
く
だ

さ
い

。

発
表

時
間

（
準

備
含

ま
ず

）

研
究

の
類

型

Ⅰ
類

・
Ⅱ

類
・
Ⅲ

類
該

当
す

る
も

の
に

〇
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

学 校 連 絡 先

制
作

物
な

ど
の

展
示

を
　

　
希希

望望
すす

るる
　　

・・
　　

希希
望望

しし
なな

いい

　
　

　
　

　
ど

ち
ら

か
一

方
に

〇
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

※
 プ

ロ
グ

ラ
ム

に
は

全
角

1
5
文

字
ま

で
し

か
表

示
さ

れ
ま

せ
ん

※
Ⅰ

類
 =

 ア
ナ

・
朗

　
Ⅱ

類
 =

 番
組

 Ⅲ
類

 =
 そ

の
他

著
作

権
管

理
団

体
の

許
諾

番
号

　
　

　
　

　
分

　
　

　
　

　
　

秒

ふ
り

が
な

研
究

タ
イ

ト
ル

顧
問

名
顧

問
連

絡
先

（
携

帯
電

話
な

ど
）

学
校

名

（
エ

ン
ト

リ
ー

シ
ー

ル
貼

付
欄

）

※
 正

式
名

称
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

様
式

２
－

１
（
研

発
用

）

    
    

    
    

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

番番
組組

進進
行行

表表
    

    
表表

紙紙

都
道

府
県

校
内

放
送

研
究

発
表

会
番

号

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

ふ
り

が
な

－ 22 －



チェック

1 様式２－１ 必要事項を記入している(創作ドラマ部門のあらすじは結末まで書いている)。

2 様式２－１ スタッフ・キャスト(番組制作者)を記入している。

3 様式２－１ 著作権管理団体の許諾を受けた場合、許諾番号を記入している。

4 様式２－２ 著作物の音声レベルを記入している。

5 様式２－２ 時間を開始から終了まで内容ごとに記入している。

6 様式２－２ 権利処理番号は他の様式、添付書類と統一して記入している。

7 様式２－２ 権利手続きの分類を記入している。

8 様式２－２ 様式２－３と同一の権利手続き内容を記入している。

9 様式２－２ 音声・映像ごとに内容を記入している。

10 様式２－２ 一つ一つのナレーション・セリフの始まりと終わりを記入している。

11
様式２－２
様式２－３

添付書類不要の権利処理番号に○をつけている。

12 様式２－３ 音楽著作物はＣＤタイトルと曲名を記入している。

13 様式２－３ 自作の著作物(音源含む)については「自作」と記入している。

14 様式２－３ 権利者の許諾書欄に記入している。消失・自作は斜線を記入している。

15 様式２－３ 著作隣接権者(演奏者・レコード協会等)欄に記入している。

16 様式２－３ オリジナルの所有者を記入している。

17

18

19 様式２－５ イベント・公式試合・競技会等の取材について、主催者の許諾書を添付している。

20 様式２－５
録音・撮影が制限される場所・先方が文書を求める場合の取材について、管理者
の許諾書を添付している。

21 様式２－５
乳幼児・小中学生の映像・音声で、個人が特定される場合は、保護者の許諾書(団
体の責任者が保護者の許諾を得ている証明の文書)を添付している。

22 様式２－５ 著作物の使用について許諾を得て、必要事項を記入し添付している。

23 様式２－５
校歌等学校の曲(著作権管理団体の管理外の場合)の使用について許諾を得て、必
要事項を記入し添付している。

24 様式２－５
演技者・演奏者(「ご協力のお願い」で取材の了解を得た取材対象者を含む)の演
技・演奏の使用について許諾を得て、必要事項を記入し添付している。

25 様式２－５
番組制作者以外が制作した著作物・収録した音声や映像について許諾を得て、必
要事項を記入し添付している。

26 様式２－５
写真の使用について権利者(撮影者・所有者・被写体となった人)の許諾を得て、
必要事項を記入し添付している。

27

28

◇

◇

◇

◇

ここれれはは提提出出書書類類ででははあありりまませせんん。。各各校校・・各各都都道道府府県県ででごご活活用用くくだだささいい。。

番組進行表　提出前のチェック項目

ＣＤ使用の許諾を得て、レコード協会の許諾証または様式２－４を添付している。

著作権管理団体または該当する著作権者から楽曲使用の許諾を得て、必要書類を添付している。

朱書きの指示がある書類に、使用素材ごとに権利処理番号を朱書きし、添付している。

著作権フリーＣＤの使用条件を示した部分のコピーを添付している。

使用不可のインターネット上の素材を使用していない。

レンタル店・図書館等から借りた音源を使用していない。

顧問および都道府県担当者が不備のないことを確認し、様式２－１の「参加校顧問」「都道府
県担当者」の確認欄にチェックを入れ、確認者の氏名を記入している。

番番組組制制作作時時おおよよびび提提出出前前ににチチェェッッククをを行行いい、、違違反反やや不不備備ががなないいよよううににししててくくだだささいい。。

他のコンテスト・コンクール等に参加した作品またはそれを改変・改編した作品ではない。

－ 23 －
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令令和和６６年年度度  文文のの京京ゆゆかかりりのの文文化化人人顕顕彰彰事事業業  

「「朗朗読読ココンンテテスストト」」開開催催ににつついいてて（（予予定定ののごご案案内内））  

主催/文京区  

主管/跡見学園女子大学  

協力/（一財）NHK 財団 

 

昨年１１月に開催いたしました朗読コンテストでは、たくさんのご応募ありがとうございました。 

多くの個人応募、団体応募をいただき、若い皆さんの「朗読」に対する関心の高さをあらためて

実感したところです。 

 

文文京京区区でではは、、第第１１３３回回目目ととななるる「「朗朗読読ココンンテテスストト」」をを、、下下記記ののよよううにに開開催催いいたたししまますす。。  

一一人人ででもも多多くくのの青青少少年年のの皆皆ささんんにに本本選選出出場場ををししてていいたただだけけるるよようう、、昨昨年年にに引引きき続続きき

部部門門別別ののココンンテテスストトをを行行いいまますす。。  
  

課課題題作作家家  選選考考中中    
＊＊昨昨年年はは「「文文京京区区・・盛盛岡岡市市  友友好好都都市市提提携携 55 周周年年事事業業」」ととししてて宮宮沢沢賢賢治治のの  

77 作作品品をを課課題題作作ととししままししたた。。  

「「ググススココーーブブドドリリのの伝伝記記」」  「「ささるるののここししかかけけ」」  「「ななめめととここ山山のの熊熊」」  「「ややままななしし」」  

「「よよだだかかのの星星」」  「「銀銀河河鉄鉄道道のの夜夜」」  「「注注文文のの多多いい料料理理店店」」  
  

本本選選開開催催日日    令令和和 66 年年 1111 月月  

＊＊事事前前録録音音審審査査はは 99 月月上上旬旬  

部部          門門    １１．．「「青青少少年年のの部部」」  （（2233 歳歳以以下下））  

２２．．「「一一般般のの部部」」  

課課題題作作家家もも含含めめ詳詳細細はは、、令令和和６６年年７７月月上上旬旬ごごろろにに文文京京区区、、跡跡見見学学園園女女子子大大学学

ののホホーームムペペーージジ等等でで広広くくごご案案内内ををいいたたししまますす。。皆皆ささんんののごご応応募募をを心心よよりりおお待待ちちししてて

おおりりまますす。。  

  

跡跡見見学学園園女女子子大大学学    
http://www.atomi.ac.jp/univ/ 
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あなたの声と受信料で公共放送

NHKの番組やコンテンツはみなさまからの受信料で支えられています。

https://www.nhk.or.jp/school/
https://www.nhk.or.jp/kokokoza/
https://www.nhk.or.jp/event/n-con/
https://www.nhk.or.jp/archives/creative/
https://nhk.jp/koe-kodomo
https://plus.nhk.jp/info/

